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研究要旨 

【目的】現場のがん相談員が活用できるための、がんサロンの設立と運営に関するヒント

集を作成する。 

【作成プロセス】本ヒント集作成の目的や背景を研究者でディスカッションした。その後、

目次立て、執筆を行い、内容の検討を重ねた。全国のがんサロンに関わっている人々から

査読を受け推敲を行った。 

【結果】ヒント集は「第 1 部：総論」「第 2 部：各論」「第 3 部：Q＆A」で構成し、がんサ

ロンの意義、相談支援センターの位置づけと役割、立ち上げ・運営・発展への支援、取り

組む上での具体的な疑問とヒントについて記述した。 

【考察】がんサロンの主体はがんサバイバーや家族である。相談支援センターはがんサバ

イバー、医療者、行政担当者の関係性を構築し、人々のニーズを捉えながら、地域に開か

れたがんサロンを目指すことが重要である。 

 

Ａ．本ヒント集作成の背景と目的 

 全国のがん医療の整備が進んでいるなか

で、がん相談支援センターが携わっている

活動のひとつに「がんサロン」がある。が

んサロンは、がんを体験した人々（以下が

んサバイバー）の気軽に集える場へのニー

ズや、お互い支え合える機会を求める思い

が根底にあり、がんサバイバーのセルフヘ



ルプグループの場でもある。現場の相談員

はこれらのニーズに応えようと取り組んで

いるが、「どう始めたらいいのかわからない」

「人が集まらない」「組織の管理者の理解が

得られない」など課題を抱えていることも

少なくない。また、がんサロンの設立や運

営における相談員の関わりとは何かを明文

化しているものもほとんどない。 

 そのため、現場のがん相談員が活用でき

るための、がんサロンの設立と運営に関す

るヒント集を作成することとした。 

  

Ｂ．作成のプロセス 

 これまでに行われた全国のがんサロンに

関する研究結果やヒアリング等から、本ヒ

ント集作成の背景や目的を研究者でディス

カッションした。その後、ヒント集の目次

立て、執筆を行い、研究者全員で内容の検

討を重ねた。また、全国のがんサロンに関

わっている医師、がん相談員、行政担当者

から査読を受け推敲を行った。 

 

C．結果 

 ヒント集の構成は「第 1 部：総論」「第 2

部：各論」「第 3 部：Q＆A」とし、全 40

頁であった。以下に目次と内容の一部を記

載する。 

第 1 部：総論 

・ がんサロンの意義と方向性 

・ がんサロンの設立と運営におけるがん

相談支援センターの役割と位置づけ 

・ がんサロンの現状 

第 2 部：各論 

・ がんサロンの立ち上げへの支援 

・ がんサロンの維持と発展への支援 

第 3 部：Q＆A 

・ がんサロンの意義や考え方について 

・ がんサロンの有効性や効果について 

・ 運営の仕方と工夫について 

・ 協力者への調整や理解を得ることにつ

いて 

・ 参加の促進に関すること 

・ 地域内の連携や地域への展開について   

 

D. 考察 

 ヒント集においては、以下のことに視点

をおいて作成した。 

１、がんサロンの主体 

がんサロンの主体はがんサバイバーや

その家族である。相談員や医療者は黒

子として陰から支援する。立ち上げ時

は医療者主導であっても、次第に主体

をスライドしていくことが求められる。 

２、相談員の立場と位置づけ 

相談支援センターの相談員は、がんサ

バイバーと医療者（病院管理者等）、行

政担当者との間に立って関係性を構築

し、人々のがんサロンへの理解を高め

るための調整を行う。 

３、がんサロンは、がんサバイバーのニー

ズや地域性によって、あり方は様々で

ある。「こうせねば」ではなく、色々な

がんサロンがあってよいという考え方

のもと、創造的に取り組むことを大事

する。 

４、がんサロンは病院のなかに留まらず、

地域のサバイバーや家族に開かれたが

んサロンを目指すこと、すなわち、地

域の資源のひとつとしてあることが求

められる。 

 

 



Ｅ．まとめ 

 相談員のための、がんサロンの設立と運

営に関するヒント集を作成した。今後は全

国の相談員に広報し、活用してもらいなが

ら、現場の体験や実践知を集めて、さらに

ブラッシュアップしていければと考える。 

 

参考文献 

1） 

 

Ｆ． 研究危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


